


































１ ．第 ３ 巻の新・旧比較
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譜例 １ 　「れんしゅう曲 １ ／ ８ ぶん音ぷのれんしゅう」
（新版第 ３ 巻，p. ４ ／旧版第 ３ 巻，p. ４ ）































譜例 ３ 　「狩」（新版第 ３ 巻，p. ４ ）
─ 127 ─








１ ． ２ ． ３ 　F-dur の練習
F-dur の練習曲に関しては旧版と新版とで配
置が異なっていたため，難易度にも違いがみら
れた。旧版では １ ， ２ ． ２ の G-dur の練習の後，
付点音符や ２ 重音，指かえの練習，a-moll の練
習といった学習内容を経て，F-dur の練習曲が
配置されていた。一方，新版では G-dur のす














F-dur の楽曲であったが，新版では ７ つ目の学
習内容である付点 ４ 分音符を学ぶ楽曲として掲
載されている。この曲の １ 小節目で，学習者は
左手の ４ 分音符の伴奏に，右手の付点 ４ 分音符
と ８ 分音符のメロディーを合わせることに苦労












































































ミュゼット」は，新版では ８ 分の ６ 拍子の学習
曲として配置されており，巻の前半で経験する。
新版において d-moll の学習は g-moll の １ つ前
の学習内容として位置付けられているため，次
の第 ４ 巻も見据えた上で，d-moll の楽曲である

















２ ．第 ４ 巻の新・旧比較






（65. 9％）であった。第 ３ 巻と同様，新版では
「練習曲」が減り，「曲名付き楽曲」が増えてい
る。
２ ． ２ 　進度
先述したように，元々旧版の第 ４ 巻で学習し
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学習項目とい
うより，経験する


















２ ． ２ ． ３ 　付点 ８ 分音符の練習
新版において最も楽曲数が多く，他の学習内
容では掲載楽曲が ２ ～ ４ 曲であるのに対し，付
























































































２ ． ３ ． １ 　新たに加えられた調性
新たに加えられた調性は B-dur，A-dur，Es-
dur の ３ つである。このうち目次に学習内容と
して掲載されているものは B-dur のみであり，





















4 4 4 4
というよりも，経験する
4 4 4 4
という意図が
強いものだと考えられる。







２ ． ３ ． ２ 　拍子の種類と割合
前号でおこなった全巻を通した拍子の分析に
よると，大きな変化がみられたのは第 ４ 巻で
あった４）。旧版では ４ 分の ４ 拍子の楽曲が約半
数を占めていたのだが，新版では ４ 分の ３ 拍子




みると， ４ 分の ４ 拍子は25曲中 ９ 曲（36％），
４ 分の ３ 拍子は25曲中 ８ 曲（32％）， ４ 分の ２
拍子は25曲中 ６ 曲（24％）， ８ 分の ６ 拍子が25
曲中 ２ 曲（ ８ ％）であった。つまり， ４ 分の ４
拍子の「曲名付き楽曲」は元々旧版においても，
とびぬけて多いわけではなかったことになる。




うち14曲が ４ 分の ４ 拍子であった。










３ ． １ 　全 ４ 巻を通した改訂点
ここまで各巻の改訂のポイントについて，具
体的な教材分析を通して考察をおこなってきた。
第 １ 巻，第 ２ 巻は共に到達点を変えていなかっ
たが，第 ３ 巻と第 ４ 巻においては到達点を変更
していた。また，第 １ ～ ３ 巻に関しては難易度
の大きな変化はみられなかったが，第 ４ 巻に関
しては難易度が上がっている印象を持った。






























３ ． ２ 　指導において留意すべきこと
学習者が表現豊かに演奏できるよう，伴奏譜












































検討─新・旧版（第 １ ， ２ 巻）の比較分析を
通じて─』『京都女子大学発達教育学部紀要』
（京都女子大学，2017）pp. 53～62
３ ）高橋正夫『新版　みんなのオルガン・ピアノ
の本 ４ 』（ヤマハミュージックメディア，
2015）p. １
４ ）森本麻衣子，深見友紀子　前掲論文　p. 55

